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は じめに

　古代チベ ッ ト帝国、吐蕃の 軍事 ・行政制度は、幾つ か の研究に よ り明 らか にされ つ っ あ り、

例 えば吐蕃 中央 に敷 かれた ル （ru ）、周辺地域に敷か れ た軍管区 （  rom ）、中央 ・周辺 に共通

して おか れた千戸 （stong 　sde ）制に つ い て は 比較的研究の 蓄積が あ る。しか し 、 そ の 他の 組

織の 多 くは い まだ研究が進ん で い ない の が現状で、本稿で取 り上げる万戸 （khri　sde ）もその

うち の 1 つ で ある。

　本稿で 試み るの は 、 吐蕃にお け る万戸 とは何か、その規模 は どの程度の もの か 、を明 らか

に す る事で あ る 。 また 、 周知の 通 り、万戸 は遊牧国家の十進法的軍事制度におい て も重要 な

位置を 占め て い る。吐蕃の 万戸 とそれ との 関係に っ い て も、あわせ て考察 した い
。

1　 先行研究

　ト ゥ ッ チ Tucci，　G．は Ttbetan　Painted　Scrolls中に お い てル 制に つ い て 概 観 し、「
（吐蕃の ）

軍隊は、ち ょ うど トル コ
、 モ ン ゴ ル と同様に 、 10

，
000、1，000、 100、 IOの 部に分けられ て い

た 」 と簡潔に述べ て い る （Tucci　1949，738）。 確か に 、
ル 制の 姿は北方遊牧国家特有 の 十進法

的軍事体制 とよ く似 て お り、 1 つ の ル に はお よそ 10 の 千戸が属 して い る 。 トゥ ッ チ 自身は

明記 して い な い が、ル が 「10，000 の 部 」 つ ま り万戸 に あた る と推測 した の で あ ろ う。

　
一

方、佐藤長氏 は主 に 漢語史料 に よ っ て 吐蕃の 軍事体制に つ い て 概観 して い るが 、 上記

トゥ ッ チ の 意見に つ い て も触れ 、「千戸は 問題ない と して 万 戸 、 百戸 、 十戸の 例 は今の とこ

ろ当時の チ ベ ッ ト文献 に お い て は 発見 で きな い 」 と指摘 して い る （佐ma　1958−59，756）（1）。 氏

の 指摘以降、主 に 亡 命チ ベ ッ ト人 に よ りイ ン ド等に持ち込 まれ出版 されたチ ベ ッ ト語文献 、

そ して 1980 年代か ら断続的 に中国か ら発表 され るチベ ッ ト語文献 に よ り、 我々 の 利用 で き

る文献の 数 は飛躍的 に増大 したが、やは り百戸 、 十戸の 例 は全 く発見 で きない こ とに変わ り

は ない。 ところが万戸 につ い て は 、 管見の お よぶ 限 り
一

例 の み見 出 し得 る の で ある （後述）。

　また 、 中央ア ジァ や 敦煌で 発見された 出土文書史料 に は 、 khri　sde つ ま り 「万戸 」 に関す る

記事が 幾 つ もみつ か っ て い る 。 A ．ス タイ ン の 収集 した チ ベ ッ ト語木簡 、紙文書を研究 した

トー
マ ス Thomas，　F．　W ．は khri　sde の 存在を指摘 し、

“ 10，000　district
”

と訳 して い る （Thomas

l951，30；1955，118＞。
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　トーマ ス の 業績を踏 まえ、 藤枝晃は敦煌 出土漢語文書の 「行城文」 S．6101 に現れ る 「乞利

本 」、つ まり khri　dpen を紹介 し 、 万戸 に つ い て考察 して い る （藤枝 1961， 219−221）。氏 は沙

州に万戸は な く、 万戸 は漢語文書 に現 われ る 「節度使」 （具体的に は瓜州節度使、当時沙州

は瓜州節度使の 管轄下に あ っ た）で あ るとい う。 しか し、次 に挙 げる山口瑞鳳氏の 研究で分

か るように 、実 際に は沙州 に万戸が あ っ た 。

　 1980 年、山口 氏は敦煌出土チベ ッ ト語文書 P．t．1089 の 訳注 ・解釈を行っ た （山口 1980b）。

こ れ は河西 回廊一帯を支配下に お くデ ロ ン議会か ら沙州に宛て られた下行文書で あ り、沙州

に お ける役人同士 の 序列争 い に つ い て
、 デ ロ ン 議会が 1つ の 回答を与え た もの で あ る 。 係争

者双方 （チ ベ ッ ト人側 と漢人側）の 主張や 、 沙州の官職の 経緯 、 特 に 沙州 ・他地域の 宮職序

列表が詳 細 に記述 されて い るの で 、吐蕃の 制度を知 る上で 非常に 重要な文書で あ る 。
1955

年、ラ ル ー氏が研究を行っ て い たが （Lalou　1955）、日本 ・中国の 学界で はあま り知られ て お

らず、また 時代 の 制約 もあ りそ の 解釈も改善の余地が あっ た 。 そ こ で、山口 氏は 新知見 と独

自の 見解を もっ て全面的に 再解釈 しなおした の であ り、氏の研究に よ り、 当文書の 重要性が

日本 ・中国で広 く知 られ る ようにな っ た の で ある 。

　さ て 、そ の P し1089 には万戸、万戸長 も登場 して い る。山口氏 は当文書に現れ る万戸 と中

央 チベ ッ トの 組織で あ る ル （ru ）とを比較検討す る。その 上で 、万戸は軍千戸が 10集ま っ

た もの で は な い と指摘 し、 そ の 属下に は 民戸 と 3 ない し 5 の 軍戸を属 し、 万戸長は主 に民政

を担 当 して い た とす る （山 口 1981，　6）。

　 山口 氏の研究 に よっ て 、今 まで 茫洋 として い た万戸の 姿が幾 らか明確に な っ た 。 しか し私

見に よ る と山口氏の説は若干 の修正が必要で ある し、また トゥ ッチ ・佐藤両氏が大 まか に指

摘 した通 り、吐蕃の 軍事体制は明らか に北方遊牧国家の それ と類似する の で あるが 、その よ

うな体制上に お い て 吐蕃の 万戸 とは どの よ うな位置づ けに あ っ た の か 、 考察を進め る必要が

あ る。以下、先行研究の成果を検証 しつ つ
、 考察を進め て い きた い 。 まず、吐蕃の 軍事行政

体制であ る ル と軍管区に つ い て説 明 して お こ う。

2　ル と軍管区

　吐蕃の 中央地域、っ ま りチ ベ ッ ト高原 には 、 幾っ か の ル が置かれた。ル は今の とこ ろ 5 つ

確認されて お り （中ル 、 右ル 、 左ル 、 支ル 、 ス ム パ の ル）、 各ル には平均 して 8 つ の軍千戸、

1 っ の小千戸、 1 つ の 親衛千戸が ある 
。 4 軍千戸つ つ で 上手 、 下手に分割され 、 それぞれ

に ル 長 （mdpon ）が い た 。 ただ し 、 上述の ル 制の姿 はあ くまで
「平均的」 な姿で あ り、実際

に は 1 ル の 軍千戸数は 変動して い た ようだ。支配下の
一

般民衆 は基本的に軍戸 （rgod ）・民

戸 （g−yung）に分け られ、軍戸は軍千戸 に属 し 、 民戸は軍戸を支 える職能集団であ っ た こ と

が 分か っ て い るが
、 民戸に っ い て は 未解明な部分が多い  

。

　周辺地域で は 、 直接 ・間接統治が とられた（4）
。 直接統治地域で は

、 軍管 区 （  ro皿 ）が置

か れた こ とが ウライ Uray，　G ．に よ っ て明 らか に された （Uray　1980）。 1っ の軍管区に は
、 お

よそ数個の 町が属 し、例 えば瓜州軍管 区で は首府の 瓜州 と、沙州、粛州が属す 。 各都市 はチ
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ベ ッ ト人官僚の ツ ェ ジ ェ （rtse　rje． 「節児」）が治め 、 そ して 軍管 区全体 を統括する長 と して

ル 長 （ru　dpon）または 将軍 （dmag　dpon）が い た。一般の被支配民には軍戸 ・民戸 の 区分が

あ り、 沙州で は 3 つ の 軍千戸、 1 つ の 民戸集団が確認 され て い る。 幾つ かの軍管区で 1つ の

「国 」 （khams ）を形成 した と考え られ 、 例 えば瓜州軍管区の 場合 は デ国 （bde　khams）に属 し

て い た 。

　問題は 、 こ の よ うな行政組織 にお い て 、 万戸 は ど こ に位置す るか とい うこ とで ある 。 以

下、まず中央地域の万戸 を確認 し、その 次 に周辺地域 の万戸 に つ い て 見て み よ う。

3　万戸の 種類

3．1　 中央の 「万戸 」
「シ ャ ン シ ュ ン 万戸」

一

　中央地 域に て 「万戸 」 の 可能性 が ある の は 、 LDE ’Ul に登場 す る
「シ ャ ン シ ュ ン 万戸」

（zhang 　zhung 　khri　sde ）ただ一例 の み で あ る 。

チ ベ ッ トとトル コ の 境に 上手シ ャ ン シ ュ ン の 5 千戸が あ り、
’

oco 　bagで 1 つ
、
　mang 、ma

bag で 2 つ
、　 snye 　ma 　bagで 3 つ 、　 rtsa　ma 　bagで 4 つ

、　 ba　ga 小千戸で 5 つ で あ る。チ

ベ ッ トとス ム パ の 境 に 下手 シ ャ ン シ ュ ン の 5 千戸が あ り、gug　ge と gu　cog の 2 つ
、
　spyir

rtsangと yar　rtsangの 2 つ
、　spyi 　ti小千戸で 5 つ で あ る。こ れが上手下手シ ャ ン シ ュ ン

万戸の 10千戸 （zhang 　zhung 　khri　sde 　stod 　smad 　kyi　stong 　sde 　bcu）で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LDE
’
U1，259．3−6）

チベ ッ ト 4 ル 、上手下手シ ャ ンシ ュ ン万戸 （zhang 　zhung 　k  sde 　stod 　smad ）、ス ム パ の

支ル をあわせ た もの を 、

「チ ベ ッ トの 60千戸 」 と言う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LDE
’Ul ，259．15− 16）

　シ ャ ン シ ュ ン の 10 千戸 は そ の 内包す る千戸数か らみ て お よそル と同等で あるか それ に準

じ る もの と考え られ て きた （5）
。 今 まで の 研究が こ の 記述 に言及 しな い の は当時知 られ て い

た資料が DPA ’−BO の みで あ り、そ して 上 に 引 い た 〃 ）E ’Ul とほ ぼ同 じ文言が DPA ’−BO （1：

20a2−3 また は 2：187− 188）に あるに も拘わ らず 、

“khri　sde ”

とは記 されて い なか っ たか らで

あ る 。 1987年に LDE ’U1 が 出版 され 、 は じめ て シ ャ ン シ ュ ン 10千戸が 「万戸」 で あ るとい

う記述が世 に出た の で ある。問題は、こ の LDE ’U1 の 記述が信用 で きるか ど うか 、で ある 。

もし LDE ’Ul の記述 をその ま ま採れ ば、万戸 とは文字 どお り 10の 軍千戸を擁 し、 実質的に

は ル と同 じ規模を持っ 組織だ っ た こ とに なるが 、 ただ注意すべ きは、こ の シ ャ ン シ ュ ン 万戸

の 姿 と中央 ア ジァ地域に 現れ る万戸 とが全 く異な る姿で あ る、 とい うこ とで あ る 。 以下 、 中

央 アジア 出土文書に基づ き周辺地域の 万戸 に つ い て 考察 し、そ の 後に シ ャ ン シ ュ ン万戸 に戻

ろ う。

一5 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 吐蕃の 万戸 （khri　sde ）に つ い て
一

3．2　周辺地域の万戸

　中央 ア ジァ出土文書か らは、多 くの 万戸の 存在を確認で き る 。 例えば Rt．1089 に は 、 次の

ような
一

節が あ る
（6）

。

71−73slad　cad 　lho　bal　gyi　nang 　nas 　bskos　pa
’ 1khrl　dpon　la　stsogs 　pa　19−yu　pa　gser　pa

’i　l

gong　du　dmag　pon　chungu 　mchls 　par　／　zhang 　btsan　bzang　dang ／zhang 　khrl　brtsan　dang　zhang

rgyal 　tsan　dang ／zhang   n　dog壌s　mchid 　kyls　bcade／  d　sde 　re 爬 1phyag　rgya   re 　stsal

ces 　gsol〃

71−73 「今後、蛮夷の うちか ら任命された トル コ 石 ・金位階 の 万戸長 などの 者 た ちよりも

上位に 小将軍が 位置す るよ う、 尚ツ ェ ン サ ン ・尚ギ ェ ル ツ ェ ン ・尚テ ィ ドクジ ェ が協議

し決定 して 、 それ ぞれ の 万戸に命令をそれ ぞれ与えて 欲 しい 」 と 【小将軍が 】奏上 した
。

（P．t．10891L71 −73）

万戸 におい て 、小将軍が万戸長 よ りも上位に あるべ きで ある 、 と主張 して い る 。 こ こに
「
そ

れぞれ の 万戸」 とあ るこ とか ら、 複数 の 万戸の 存在 を確認で きる。 以下、現在確認で きる万

戸 を集団 ご とに挙 げて み よ う。

・ トンキャ プの万戸

　所謂 『王 統紀 』 （Rt．1287＋ch ．xvii ．2）に は 、 チ ソ ン デツ ェ ン （756−797＞の 頃 、
770 年代後半

吐蕃の河西方面侵攻 の 時期 の こ ろ と して

chab 　srid 　che 　ste　long　shan 　la　rgyud 　yan　chad ！pyag　du　bzhes　nas ／mthong 　khyab　khrl　sde

lnga　btsugs〆bde　blon　khams 　ched 　po　gchig　gsar　du　bskyed　do 〃

領土 は大 き くな り、 隴山山脈 まで を御手 に入 れて 、5 つ の トン キ ャ プの 万戸 を建て た 。

大デ ロ ン 国 を新 た に生 じさせ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．t．　1287　11．383−386．写真 ：ChoiX2　pl．571．）
（7）

とある 。 また
、
P．t．1083 は ロ ン チ ュ の 大軍管区か ら沙州 に宛て られ た公文書で 、そ の 内容は、

チ ベ ッ ト人役人 が 沙州 の婦女子をだま して本 国に連れ帰 る の で 、禁 じるよう沙州の 漢人た ち

が お上 に 求め る 、 とい うもの で あ るが 、その 中に

mthong 　khyab　gyi　bu　sring 　1ta　bu　1　gzhan　du　gnyen　
’
tshal　du　myi 　gnang　ba　dang　sbyar 　zhing 〃

khri　sde ，Inang 　du　dga ，

　gnyen
，

tshal　bar！gthad　du　ci　gnang　zhes 　gsoI　lo”

トン キ ャ プの婦女子の ように
、 他 【地域】に 婚姻 を求め るこ とが許されな い こ と と照 ら

し合わせ て、【沙州の 】万戸 の 内で 良 い 縁 を求め る こ とをどうかお許 し ください 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Rt．10831L5−6．写真 ：ChoiX2　pl．429）
（8）
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とあ り、 トン キャ プの 万戸が あっ た こ とが間接的に分か る 。

　トン キ ャ プが何を指すのか は色々議論が あ っ たが、山口 氏 （1969 ，
51n ．109．　110；1981，5−6）

に よ っ て 漢語文書 に現れ る 「通頬 」 と同定 され 、 特 定の （部族 ？）集団で あ る と され て い

る
（9）

。 彼 らの万戸が河西回廊近辺 に置かれ て い た と考え られ るが 、具体的に何処 にあ っ た の

か は未解明 で ある。

・ アシャ の 万戸

　ア シ ャ （
’

azha ）、 漢語史料で い う吐谷琿 は 7 世紀後半に は吐蕃支配下に入 り、 青海か ら

河西回廊に至 る まで 幅広 く分布 して い た 。 P．t1222 は レ クツ ェ
ー文書 （glegs　tshas）

（lo）
で ある

が 、その 内の
一

節 に は

’

a　zha 　khri　sde 　gsar　gyi　khrid　pon　khri　spyan 　dang　1　khrid　dpon　gyi　yi　ge　pa　la　spring 　ngo 　／

ア シ ャ の 新万戸の 万戸長 ・万戸都護 と、万戸長書記に手紙を出す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （P．　t．　1222）

とある。また、 ミー
ラ
ー

ン 出土 の 木簡に も、

’
azha 　khri　sde 　stod 　pa　rkya 　la　gtogs　pa
キ ャ

（11）に 属す るア シ ャ上手万戸

　　　　　　　　（M ．L　xxviii ．1，Thomas 　1951，30．写真 ：Thomas 　1955
，
　pL　13− 1s 部 引用 ）

とある 。

「
新万戸 」 とい う文言か らは

「旧万戸 」 が 、 また 「上手万戸」 か ら
「
下手万戸 」 の 存

在が それぞれ 推測で き 、 幾つ か の 万戸が形成され て い た こ とを窺い 得る 。

。 漢人の万戸

　管見の お よぶ 限 り、 漢人万戸が 確認 さ れる の は
、 沙州 、 涼州 （＝ カ ル ッ ェ ン ）（t2）

、 ドゥ ク

チ ュ ン （drug　chung ，　dru　gu　chung ）の 3 地で ある 。
　 P．t．1089 に て沙州 、 涼州 に万戸が 置かれ

て い た こ とが確認で き る 、

一
方 、 ド ゥ クチ ュ ン の 万戸は P．t．1120 に確認 される 。 詳細 は後述

す る。

　以上 の 事例 に より、吐 蕃の 行政体制にお い て 万戸が共通 した行政単位 で あっ た こ とが見て

とれ よう。行政 上、万戸は重要な地域 区分 として機能 して い たようで 、例 えば P．t．1083上引

箇所で は、万戸 内で婚姻関係を結ぶ こ とが取 り決 め られ て い た し、先ほ ど引用 した Rt．1089

の
一
節にお い て も、万戸が独 立 した

一
行政単位 として 認識 されて い た こ とが 分 る。

　また一方で 、沙州 、 涼州の よ うに既存の オ アシ ス 都市が そ の ま ま
一万戸 とされ て い る 。 そ

れ は裏を返せ ば、オ ア シ ス都市の よ うな人 口密集地域は、お よそそれ ぞれ万戸と して 区分 さ

れて い た こ とを示 唆す る。つ まり既存 の 集団、地域 に そ の まま新たに 万戸 とい う組織 をかぶ

せ て い た と考え られ る の で あるが 、 当然 なが ら各集団 、 地域に よ っ て 人 口規模は異な る は ず
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で あ っ て （13＞、そ の 結果各万戸 に よ っ て 規模 に相当違 い が で たはずで あ る 。
っ ま り万戸は規

模に お い て 融通の 利 く組織で あ っ た こ とに な る
。 次章、 万戸の 規模に つ い て もう少 し詳 しく

見て み よう。

4　万戸 の規模

　トーマ ス は万戸を
“

a　10，000　district
”

と訳す （Thomas 　1955，118）。 万戸の 下部組織 となる べ

き組織 、 千戸 （stong　sde ）は、文字通 り 1
，
000 の 戸で 構成され る こ とが既 に明 らか とな っ て

い るので （Takeuchi　1994）、一見 その 訳 は 文字通 り受 け取 っ て よい ように みえる。 また、トー

マ ス が ジ ャ イル ズ Giles，　L と共に研究 した敦煌 出土チ ベ ッ ト語
一
漢語対訳語彙集 にお い て は

khri　dpon ＝

’i　man 　zhin 　dzyang

（S．27361L8−9．　Thomas　and 　Giles　1948，756　No．40．）

とあ る 。 khri　dponが khri　sde の 長で あ るの は言 うまで もな く、また チベ ッ ト文字 に より表音

された漢 語で ある
’i　man 　jin　dzyang に つ い て 両氏は 「一万人将」 と い う漢語に還元して い る 。

両者の 還元が正 しければ、khri　dpon とは まさに 10
，
000 人 の軍 隊の 長 と言うこ とに なる。

　 しか し先に述べ た通 り万戸 は到底 そ の ような整然 とした姿で は な い
。 S2736 の 例 は お そ

らくチ ペ ッ ト語 の 逐語訳的な も の で 、 実情を反映 した もの で は な い の だ ろ う。 そ の 点山口氏

（1981 ，
　6）が

「
軍戸の 「千戸』 が 10 集 まっ て 成立 して い る もの で は な い 」 とい う指摘の 通 り

で ある。

　さ て 、 山 口氏 （1981，
　6）は 、「『万戸長 』 は、少 な くとも軍の 千戸 3 乃至 5 と共 に あ っ た

『民戸』 （g−yung　gi　sde ）の 支配者で あ り、 そ の 権限は 『軍戸 』 の 民政的な被統治部分 に及ん

で い た」 とも推測す る 。 万戸内に民戸が含 まれて い るとす る点は 、 軍戸 ・民戸部落の 両方が

置か れ て い た沙州が 万戸で ある こ とか らも、 十分首肯で きる。 しか しその 万戸内に含 まれ る

軍の 千戸 の 数が 「3乃至 5」 で ある、と限定す るの は問題が あ る と思 う。

　まず上限 の
「5」 で あ るが、P．t．1089 に 引用 された カ ル ッ ェ ン 軍管区の 役職序列表に は、序

列の 順番が最上位か ら

ル 長 （ru　dpon）一万戸長 （khri　dpOn）一大守備長 （dgra　blon　chen 　po）一節児黄銅字位

者 （rtse　rje　ra　gan　pa）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．t．10891L36−37）

とある。 ル 長は軍管区の 長だが 、 万戸長は それ よ りも下位にあ る
（14）

。 中央 に お い て は 、 ル

長 は 4 千戸か ら 5 千戸 （15）を率い る。そこ で万戸長 も 5 千戸 まで 率い るはず、 と山 口氏は推

測 した の で あろ う。

一方 の
「3」 とは 、 具体的に は沙州 の 場合で ある 。 確か に沙州 に は 3 つ

の 漢人軍千戸 （stong 　sar，　rgod 　sar，　snying 　tshoms ）が あ っ た の だが 、問題 は、沙州には軍千戸

が 2 つ （stong 　sar　kyi　sde ，
　rgod 　sar 　kyi　sde ）の 時期もあっ た こ とで 、後に snying 　tshoms 　kyi　sde

が 増設 されて 3 つ に な っ た の で あ る （岩尾 2003，9−14）。
つ まり万戸の 持 っ 千戸 の 下限は 2
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千戸で あ っ て もい い わけで あ る し、 また万戸に お ける軍千戸の数 は可変 とも言え る 。 それ ど

こ ろか、前稿で 筆者が 提示 した 、占領 地域の 住民 はは じめ民戸 と して 登録された後 に 一部が

軍戸 として選抜された、と い う説 （岩尾 2003．22−26）が正 しければ、当初沙州の 万戸 に は軍

戸が 1 っ も無 か っ た と い うこ とになる。っ まり、万戸 の 規模は 、 軍千戸 とは必ず しも関係が

な い とい うこ とに なるの で ある。先 ほ ど漢人万戸 につ い て 述べ た とき少 し言及 した
、 ドゥ ク

チ ュ ン の 万戸 は 、 筆者 の 考えを補強する好例で ある
。

こ の 万戸は 収税に 関わ る文書 P．t．1120

の 7−8 行 目に現れ る。

7−8rkya　nyis 　brgya’ mchis 　pa　las／　slad 　kyis　dmg 　chung 　kyl　zhing 　dmag　nl　rgya 　khrl　sdc 　spyi

bskor　te　zur　Ias　bchad　nas〃 dpya
’
bde　gams　su　

’bul　bar　chad 　pa　dangl　mnabs 　tog　gl　shing 　ra
’I

spyan 　zigs 　kyi　lhag　nas 　su　bsgyur　ba　las　rin　kha　bstan　te／／ （後略）

7−8 【ドゥ グチ ュ ン に 】200の キャ が あ るの で 今後 は ドゥ クチ ュ ン の zhing 　dmag （罵 屯

田兵 ？〉は漢人万戸 を ま とめ て形成 し 【沙州 とは】別 に処理 して 、税をデカム に 献 じ る

よ う決定 した分、そ し て ナ プ トク  の柵 囲へ の 捧 げ物 の 余剰 を大 麦に換算 した分か ら、

【税の 】価 を受 け取 る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （P．t．112011．7−8）

ドゥ クチ ュ ン は ミーラー
ン 、敦煌出土 両方の チベ ッ ト語文書に しば しば現れ る地名だが、詳

細な位置 は い まだ不明で あ る（17）
。 上 の 記述 か ら判断す る限 りド ゥ クチ ュ ン に は 200 の キ ャ

が あ り、そ こ に新た に漢人の 万戸が作 られ た の で あ る 。 キ ャ （rkya ）は 従来 rgya 「漢人 」 と

混同されて きたが 、 筆者の見 る ところ実際に は吐蕃の 土地制度の ひ とつ で あ り、 こ の 場合 は

土地 の 丈量 単位で あ り、区画された耕作地 の こ とも指 す ようだ 。 キ ャ に つ い て の 詳細な考察

は他稿 に て行 う予定なの で こ こ で は詳 し く述 べ な い が 、 本稿に関する こ とに つ い て 言えぱ、

沙州の 3 つ の 軍千戸に は併せ て 684の キャ が あ り、また P．t．1120 に よれ ばその 内の 1 つ トン

サル 千戸 に は 232．5 の キ ャ が あ っ た（18）
。

つ まり 1 つ の軍千戸 に は約 230の キ ャ が あ っ た 計

算 になる 。

　注意すべ きは万戸内にあ るキ ャ の 数で ある。約 230 の キャ で 軍千戸が 1 つ 作 る こ とが 出来

るわけで あるか ら、 ドゥ クチ ュ ン の 万戸に お ける 200 の キ ャ とは 、 1軍千戸 を形成す る とき

に必要な広 さ に も満たな い
。 更には 、も とも と ドゥ クチ ュ ン 万戸 は屯田兵の み で 構成 され 、

軍チ戸は そ こ に は 存在 しない
。 万戸 は 千戸の 上部組織 と して 機能す るが 、 そ の 下に 軍千戸が

ある とは限らな い し 、 また一
軍千戸分ほ ど の耕地が あれ ば、形成 され るの で ある。

　以上、周辺地域の 万戸 に つ い て 考察 して きた 。 今 まで得 られた万戸像 を踏まえて 中央地域

の シ ャ ン シ ュ ン
「万戸 」 を見直 して み る と、 両者の 姿が全 くか けはなれ て い る こ とに気づ く。

そ もそ も シ ャ ン シ ュ ン の よ うに 10千戸を含む の が 万戸本来の 姿だ と仮定す ると、組織 とし

て ル との 差異が ど こ にあ るの か不明で ある し、また周辺地域の 万戸で は規模が小 さ過 ぎ、 む

しろ軍管 区 くらい の 規模が あっ て 然 るべ き とい うこ とに なる 。 や は りシ ャ ン シ ュ ン は正真の

「万戸 」 で は な く、
ル とは明記され ない もの の ル に準 じる存在だ っ た と考 えるほ うが よい 。
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　先述の 通 り、 シ ャ ン シ ュ ン 10 千戸 に つ い て の 情報が 載 るの は DPA ’−BO と LDE ’Ul の 両

書だが 、 DPA 　
’−BO に は全 く  h　sde の 文字は無 い

。
　DPA ’−BO は 確実に LDE ’Ul を引用 し て

お り、また該当箇所は LDE ’Ul とほぼ同文 を載せ るに も拘わ らず 、 で あ る 。
こ れ は何故か

。

「千戸 」 が 10 集 まれ ば 「万戸」 であ る とい う類推は簡単 に成 り立 つ 。 筆者 は、現行 LDE ’Ul

の 「khri　sde 」 とは 、 説明的に 付加 された語で あ るに過 ぎず 、 本来の
「万戸 」 とは無関係 であ

る と考 え る 。 DPA ’−BO が 現行 U ）E ’Ul とは別系統の 写本を 引用 した の か 、 それ とも著者の

判断 に よ り 「khri　sde 」 の 文字が 削 られ たの か は分 か らない
。 しか し結果 として 1）PA

’−BO は

該当箇所 に っ い て は正 しい 形 を伝えた の で ある。

5　万戸か ら見た吐蕃と北方遊牧国家

　さて 、 この よ うな規模 に 幅の ある組織に対 し、何故   dsd 。 とい う呼称が つ けられたの

だろ うか 。当時 khriが 実数 と して も使 われて い た こ とは、チ ベ ッ ト語
一
漢語対照語彙集に 、

khri　dponが 「一万人将」 と訳 され て い た こ とか らも確実 であ る
一方、実態 として は khri　sde

が 実数の
一

万で ない こ とは先述の 通 りで ある。つ ま りこ の khriは、
「
多数」 も同時 に 意味す

る と考え るぺ きもの で あろ う。 しか し こ の khri　sde の 組織形態 は、　 stong 　sde の stong が正 し

く 「1，000」 で あ る こ とと対照的で あ る 。 吐蕃支配下の 敦煌 に 置か れた漢人千戸 に は ッ ェ ン

（tshan）が約 20 あ り、 1 ツ ェ ン に は 約 50 戸が 属して い た （Takeuchi　1994）。 多少の 揺れ は

あ っ た と して も千戸 は 内包す る戸 に よ り
一

定規模を保 っ た はずで あ る 。 先 ほ ど言及 した、1

千戸が平均 して 230 の キ ャ を有す る こ ともまた千戸が一定規模を有 した証拠で あ り、 また実

質的な軍隊単位もやは り千戸 なの で ある （岩尾 2000，21−25）。
つ まり曖昧な万の 組織 の 下に

実質的な千 の 組織が あ っ た こ とに なるが、実 は これは遊牧国家の 十進法的軍事制度の特徴的

な姿で あ る 。

　そ もそ も万を以 っ て
一

個軍隊 とする制度は匈奴の
「万騎」 が最 も早 く知 られ る

（19）。

置左右賢王 、左右谷蠡王 、 左右大将、左右大都尉、左右大 当戸、左右骨都候。（中略）。

自如左 右賢王以下至当戸、大者万騎、小者数千 、 凡二 十四長、立号 日万騎。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『史記』 匈奴列伝 （9−2890））

こ こ で 注意すべ きは
「万騎 」 に 内包され る軍隊が数千か ら万騎 と幅が あ っ た と い うとこ ろ で

ある。

　匈奴以降幾つ もの 遊牧国家が北 アジ ア に生 まれ る 。 しか し十進法的軍事編成 は 、柔然に そ

の
一

端が うか が え る もの の
（20）

、 他の 遊 牧国家に つ い て は史料に現れ ない
（21｝

。 確実 に その存

在を史料に 見 る こ とが 出来 る の は モ ン ゴ ル帝 国か らで ある。モ ン ゴル 帝 国の 軍事組織が十戸

（harban）、 百戸 qa’un ）、千戸 （ming7an ）、万戸 （tUmen ） とい う整然 とした十進法で 構成 さ

れて い た こ とは よ く知 られ るが、興味深い こ とに、モ ン ゴ ル にお い て も実質的軍隊単位 は万

戸で は な く、千戸な の で あ っ た（22）
。 そ して 、

モ ン ゴ ル 語の tUmen は直接に は トル コ 語起源

で あ るが 、 少 な くとも突厥碑文の 頃か ら 「一万」 を指す一方で 、 また同時に 「多数 」 を指す
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語で もあ っ た の で ある （23）
。

モ ン ゴ ル 帝国以降も北方遊牧民で は集団 を示すの に 引 き続 き万

戸が使わ れ た が 、

一
方 、 川本正知氏の 網羅 的な研究 に よっ て明 らかに な っ た通 り、 中央 ア ジ

ァ で は こ の トゥ メ ン が 行政区分 として広 く使われ るよ うに な る （川本 2  ）。 吐蕃 の 軍事制

度が北方遊牧 国家 の それ と淵源 を一
にす る と しば しば指摘 され て きた が （24＞、万戸 の姿 もや

は りそ の 指摘を裏付ける事例の 1 つ として 考えるこ とが で きる の で ある 。

結論

　最後 に まとめて お こ う。 吐蕃の万戸 はオア シ ス 都市な ど人口密集地域に置かれた 行政 区分

で ある 。 その 規模は
一

定で はな く、少 な くとも
一

軍千戸分 （200 のキ ャ）の耕地が あれ ば作

られた こ とが 確認で きる 。 khri　dponは 当時にお い て も一
万人将 と漢訳され、その

一
万 とい

う意味は意識されて い たが 、事実上 は khriは実数 と して で な く 「多数 」 とい う程の 意味合 い

しか もたず、実際に 1，000 の 戸 を擁 す る千戸 とは異 な っ て い た 。 そ して この よ うな 「万 」 の

あ り方 は吐蕃 の みの特徴で はな く、
い わ ゆ る遊牧国家に共通す る もの で あ り、吐蕃 国家 もそ

の 体制を継承 して い た 1つ の 証拠 と して 考え られる。

　以上、万戸 に つ い て 考察 して きたが、もち ろん全 て の 問題 が解決 した わ けで は な い
。

ま

ず、中央地域 の 万戸 につ い て 、 周辺地域の 万戸か ら類推す る と、ル と千戸の 中間組織 として 、

人口密集地に 置か れた と思われ るが
、 残念なが ら現時点で は 資料が無 く、 後考を俟た ざる を

得な い
。 また 、 万戸内にお ける権力構造に つ い て は 、 更な る研究が必要で ある 。

一
見万戸の

トッ プは万戸長で あ るべ きと思われ るが、実際 に はツ ェ ジ ェ （rtse　rje）が沙州万戸の 軍政 を

掌 り、 万戸長は民政長的な役割を担っ て い た ようだ （山 口 1981，6）。 両者の 役割の 詳細、そ

の よ うに分担す るに到 っ た経緯な どほ とん ど未解明の ままだが、 こ の 問題 は万戸の みな らず

吐蕃の 官僚制度 と密接 に 関わ っ て い る ようで、紙幅の 関係 から今述ぺ る こ とは出来ない
。 別

の 機会 に考察 したい
。
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注

（D 但 し 、 佐藤氏 は その す ぐ後 で 「実証は ない と して も、トゥ ッ チ の ご と く吐蕃時代 に こ の よ うな

　　組織が あ っ た もの と見 て よい 」 と述 べ て お り、トゥ ッ チに全面的に反対して い るわけで は な い 。

（2）こ の 他 に シ ャ ン シ ュ ン の 上手 5千戸、下手 5 千戸が あるが、それ に つ い て は後述す る。

（3）民戸 が 職能集団 で あ っ た こ と に関して は、山口 （1983，876879 ）参照。熊文彬氏 は LDE
’
Ul に

　　 おい て 各 ル に 16つ つ 挙 げられ る yul　sde や yul　gruとい っ た集団を民戸 と考え る が （熊 1994）、

　　 ウ
ーバ ッ ハ 氏 は こ れ らは軍戸の下部組織で ある 、 とす る （Uebach　l997）。 なお周辺地域 の 民戸

　　 に 関 して は、拙稿 （岩尾 2003，22−25）を参照 された い 。

（4）間接支配 地 域 の 例 と して は コ ータ ン が あげられ る。な お 、こ れ ら吐 蕃の 国家体制全体を俯瞰 し

　　 た研究 と し て、林 （2000）が あ る 。

（5）筆者は以前 こ の LDE ’Ul の 記述に気づ か ず、その 内包す る千戸数か らみ て 、 シ ャ ン シ ュ ン もル

　　 と同等 の 集団で あ る と倉卒 に 判 断し、シ ャ ン シ ュ ン に もル が あるか の ように 述べ た （岩尾 2000，

　　 2）。 後述 す る通 り結果的 に は その 判断 は正 しい と考 え る が 、少な く と も どの 史料に も 「
シ ャ ン

　　 シ ュ ン に ル があ っ た」 と明記 してい な い こ とは付言 して お きた い 。

（6） Rt」089 に は Lalou （1955）、山口 （1980b）、波 （1987）、王 ・陳 （1989）の 諸訳が既 に ある。そ

　　 れ ら との 異同 に つ い て は、紙幅の 都合上 詳述 しな い
。

（7）参考 まで に Rt．1287全訳の研究 と本文引用箇所該 当頁を挙 げて お く。Bacot
，
　Thomas 　et　Toussaint

　　 （1940，　115，　154）、王 ・陳 （1992，56，130，167＞、黄 ・馬 （2000， 292，
294）。また ChoiX3に録文が

　　 収め られ て い る。

（8） 文書 の 全体訳 は 、山 口 （1985，49‘P495 ）、王 ・陳 （1983，51−52）、王 ・陳 （1988，44−45 ）がある。

（9） また ト ン キ ャ プ に つ い て は 栄 新 江 氏 に 専論が あ る （栄 1990）。

（10）写経 生 に配ら れ る大判の 写経用紙の うち、一
枚 は 写経 生 が 自由 に使用 で き た が 、こ れ を レ ク

　　 ツ ェ
ーと い っ た　（Takeuchi　1995，53−55）。

（11）Thomas （1951）は rgya と読 むが、　Thomas （1955）に挙げられ た写真 に よ る限 り rkya の ようだ 。

（12）Pt，10891L36 −43 に カ ル ッ ェ ン 軍管区 （mkhar 　tshan　khrom）に おける役人 の 序列一覧表が ある が 、

　　 その 中 に万戸長 も現れ て い る （同 L36）。 な お、カル ツ ェ ン が 涼州 に あた る こ とは、　Uray （199D

　　 参照。

一14一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 吐蕃の 万戸 （khri　sde ）に つ い て一

（13）例えば、「通典』 巻 174、州郡 4 （5−4552 ，
4556）に は天宝 14載 （755）の 統計に基づ い た各地 の

　　 戸 口 数が載 るが 、 それ に よる と沙州は戸 6，395、ロ 32，234、一
方涼州 は戸 25，693、口 128，192 と

　　 ある 。

（14）山口 （1980a，209−210） に 全役職 の リ ス トが あ る。

（15） 5 千戸 とい うの は、お そ ら くシ ャ ン シ ュ ン の 上手下手各 5 千戸を想定 した の だろ う。

（16） mnabs 　tog は 不明 。 石川氏 （2003，
35　n．33）は 食料袋 に 関す る語で は な い か と推定す る。

（17）Thomas （1951 ，
　30，

　40
，
　274）。　Thomas （1963，57）で は apeople （unClerstood 　as　

‘Little　Dru−gu
’

）と

　　 するが 、上述の 例か らみて 明 らかに地名 で あ る。

（18）例 えば P．t．1111 の 13 行 目に は 「
沙州漢人 の 三 つ の 軍千戸 に 684 の キ ャ が あ り」 （rgya 　sha 　cu　pa

　　 stong 　sde 　gsuM　la　rkya 　drug　brgya
’
　brgyad　cu 　rtsa　bzhi　mchis 　pa）とあ り、　P．t．ll20の 8−9 行目に は

　　
「漢人 ト ン サ ル 千戸 1 つ に て、232 ．5 の キ ャ あ る の に 対 し課し た分は J （rgya 　stong 　sar　stong 　sde

　　 gcigla 〃 rkya 　nyis 　brgya’sum 　cu 　rtsa 　phyed　dang　gsum　chis　pa　la　phab　pa　t）とある。

（19）杉山氏 （1997，131）は 太 子 時代の 冒頓 が 月氏 か ら脱出 した の ち父 の頭曼か ら 「万騎」 を委ね ら

　　 れ て い る こ とに 注 目 し 、

「人隊」 が匈奴の 草原統一
前か らあ っ た可能性 を 示唆す る 。

（20）　
「北徒弱洛水、始立軍法、千人為軍、軍置将

一
人、百人為幢、幢置帥一

人。」 （『魏書』 巻 103蠕

　　 蠕伝 （6−2290））。内田 （10η 5，284）は こ の 軍 ・幢 の組織は北魏も有し、また匈奴 に 遡 る十進法 の

　　 軍隊編成 と相通 じ る も の で あ る、と述べ る 。

（21）ただ し、史料に現れない か ら存在 しなか っ た、とは 言 い 切 れない
。 吐蕃は その好例で あり、漢

　　 語史料に は ル 、 万戸 、 千戸の存在を匂わ せ る記述は全 く無い （岩尾 2000，30＞。

（22） モ ン ゴ ル の 千戸制 に つ い て は、本田 （1991＞、特に第 1 章 2 参照。

（23）ttimen に 関す る議論 は 多数 あ る が 、こ こ で は トル コ 語 に 限 りま と ま っ た 記述 を の せ る Clauson

　　 （1972 ，
507−508）を挙げて お く。 それ以外の研究 に つ い て は 川本 （2GOO）が あらゆる関連史料を

　　 引用 して お り参考 に な る 。 なお、Clausonはその 起源が Proto　Chineseの ＊tman で は な い か とい

　　 うプー
リィ ブラ ン ク の 意見を載せ る。漢語 に お い て も 「万 」 が 多数 を 示 す こ とが 想起 され 、興

　　 味深い 。

（24）例 えば Tucci （1949，737−738）や佐藤 （1958−59，750−763＞を挙 げて お く。
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